
フレンドエリアで市内の魅力を PR

市では、 観光誘客に力を入れ、 「稼げる地域づく

り」を目指しており、 全国のアクティビティを趣味とする

方々に対し、市内地域資源の PR を強化するため、（株）

モンベルの「モンベルフレンドエリア」に登録しました。

▼  フレンドエリアとなることでのメリット

◉��地域の特産品や観光情報を約90万人の会員へ

WEBやメールなどで発信するほか、 会員向けイ

ベントへの出展、 会員誌への掲載など1年を通

じてさまざまな PRが可能となります。

 ◉�会員に対し優待サービスを行うことを条件に、 地

域の特徴を持った市内店舗を「フレンドショップ」

として登録が可能です。 WEBや会員誌などのフ

レンドエリア紹介ページに掲載されるなど、 各店

舗の PRが可能です。

※ フレンドショップは随時募集していますので、

詳しい内容はお問い合わせください。

問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

敬老祝金の給付について

市では、 長寿の節目を迎えられた方に敬老祝金を

給付します。 対象となる方には、 別途通知をします。

▲

対象 ��令和元年8月1日現在で、 本市に 3カ月

以上の住民基本台帳法による住所があり、

平成30年 9月18日から令和元年9月16

日までに❶から❹の年齢に達する方

▲

祝金 ❶ 77歳（7,000円） ❷ 88歳（15,000円）

❸99歳（25,000円） ❹100歳（30,000円）

※ �8月2日以降、 本市に住所がなくなった方は、 給

付の対象になりません。

問 介護長寿課（千代田庁舎）

帆引き船フォトコンテスト作品の募集

本年度で19回目となる霞ヶ浦帆引き船フォトコンテ

スト作品を募集します。 霞ヶ浦に浮かぶ帆引き船や自

然風景を写真にして応募してください。 小中学生の作

品もお待ちしています。

▼テーマ

帆引き船の勇壮な姿と霞ヶ浦の風景

▼募集期間

令和元年12月1日日～24日火 【必着】

▼撮影場所

◉帆引き船の部    霞ヶ浦

�※本年7月下旬から観光帆引き船の通常操業

を行っています。

◉霞ヶ浦の風景の部  �霞ヶ浦を被写体とした写真

▼撮影日

平成30年11月以降に撮影したもの

▼作品規格

四ツ切・ワイド四ツ切・Ａ４プリント

�（組写真、 規定外サイズ、 台紙に貼った写真、

加工した写真は失格となります）

▼各賞

◉一般部門

�最優秀賞(帆引き船の部)�  賞状・副賞(7万円)

�最優秀賞(霞ヶ浦の風景の部) 賞状・副賞(3万円)

審査員特別賞� � � � �  賞状・副賞(1万円)

優�  秀�  賞� � � � �  賞状・副賞

団体・企業賞� � � � �  賞状・副賞

入� � �  選� � � � �  賞状・副賞

◉小中学生部門

最優秀賞� � � � � �賞状・副賞 (5千円相当)

優�秀�賞� � � � �  賞状・副賞 (3千円相当)

入� � 選� � � � �  賞状・副賞

▼応募先

霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会

かすみがうら市坂1029番地1 （歴史博物館内）

※詳しい内容は、歴史博物館へお問い合わせください。

問 歴史博物館　☎ ０２９ ‐ 896 ‐ 0017

82019   
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敬老祝金給付

第19回霞ヶ浦帆引き船フォトコンテスト 「モンベルフレンドエリア」に登録

モンベルクラブ HP



 

◉ 

ス
ク
ー
ル
パ
ス
は
、
利
用
期
間
が
１
カ
月（
１
万

円
）と
３
カ
月（
３
万
円
）の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

※ 

各
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
経
営
課（
千
代
田
庁
舎
）

お知らせと情報▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎�☎ 029-897-1111
Information＆News

▼広報誌へのご意見をお寄せください ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です ▼広報かすみがうらは、かすみがうら市ホームページで掲載しているほか、市内公共施設やスーパー、コンビニ、金融機関などにも設置しています（一部コンビニ除く）

相　

談

地
域
公
共
交
通
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

穀
物
改
良
協
会
助
成
事
業

▼
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

10
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
券
に
つ
い
て
、交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
助
成
条
件
】（
左
記
以
外
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
）

◉ 

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
満
60
歳
以
上
に
な
る
方

◉ 

運
転
免
許
証（
原
動
機
付
自
転
車
免
許
を
除

く
）の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

◉ 

市
要
援
護
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業
に
お
い
て
、
助
成
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
、
お
よ
び
そ
の
受
給
資
格
を

有
し
て
い
な
い
方
な
ど

く　

ら　
し

▼
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
策
の
一
つ
と

し
て
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た

満
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
移
動
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

  

◉
自
主
返
納
時
に
満
65
歳
以
上
の
方

◉
自
主
返
納
日
か
ら
６
カ
月
以
内
の
方

【
支
援
内
容
】（
１
人
１
回
ま
で
）

◉
路
線
バ
ス
回
数
乗
車
券【
２
万
円
分
】

※ 

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
㈱
、
ま
た
は
関
鉄
観
光

バ
ス
㈱
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

市
穀
物
改
良
協
会
で
は
、
米
の
品
質
向
上
を

図
り
、
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
た
め
、
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❶
グ
レ
ー
ダ
ー
・
計
量
選
別
機
の
導
入
助
成

❷
水
分
計
の
購
入
助
成

❶
、
❷
は
１
件
あ
た
り
１
万
円

❸
水
稲
品
種
「
ふ
く
ま
る
」の
種
子
な
ど
の
購
入
助
成

 

種
子
購
入
額
の
２
分
の
１
以
内
お
よ
び
苗
購
入

額
の
う
ち
種
子
購
入
相
当
額
の
２
分
の
１
以
内

※ 

グ
レ
ー
ダ
ー
や
水
分
計
な
ど
の
助
成
件
数
は
、

合
計
４
件
ま
で
と
し
ま
す
。（
先
着
順
）

※ 

水
分
計
お
よ
び
水
稲
種
子
な
ど
の
購
入
の
助

成
は
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
で
の
購
入
に
限
り
ま
す
。

問
農
林
水
産
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

夏
夜
を
彩
る
伝
統
芸
能「
綱
火
」

２
０
１
９
い
な
し
き
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

あ
や
つ
り
人
形
と
仕
掛
け
花
火
を
融
合
し
た

伝
統
芸
能
「
綱
火
」（
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
）が
２
つ
の

流
派
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

夏
の
夜
を
幻
想
的
に
彩
る
匠
の

技
を
ぜ
ひ
、ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

内
容

❶
小
張
松
下
流
綱
火
❷
高
岡
流
綱
火

日
時

❶
８
月
24
日
土
午
後
７
時
～

❷
８
月
25
日
日
午
後
７
時
～

会
場

❶
小
張
愛
宕
神
社（
つ
く
ば
み
ら
い
市
小
張
３
２
３
５
）

❷
高
岡
愛
宕
神
社（
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
岡
６
３
１
）

問 

つ
く
ば
み
ら
い
市
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
室

☎
０
２
９
７
（
５
８
）
２
１
１
１

午
後
３
時
か
ら
郷
土
芸
能
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
。夜
は
花
火
大
会
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。会
場
で
は
地
元
特
産
品
な
ど
の
模
擬
店
が

催
さ
れ
大
変
賑
わ
い
ま
す
。花
火
大
会
は
、県
内

有
数
の
打
ち
上
げ
数
を
誇
り
、観
客
の
皆
さ
ん
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。な
か
で
も

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ス
タ
ー

マ
イ
ン
は
圧
巻
で
、稲
敷
の
夜

空
を
彩
り
ま
す
。

日
時

８
月
24
日
土
午
後
３
時
～
９
時

（
花
火
大
会

午
後
７
時
～
）

会
場

江
戸
崎
総
合
運
動
公
園

（
稲
敷
市
荒
沼
３
‐
１
）

問 

稲
敷
市
商
工
観
光
課

☎
０
２
９
（
８
９
２
）
２
０
０
０

募　

集

統
計
調
査
員
の
募
集

県
南
エ
リ
ア 

イ
ベ
ン
ト
情
報

第
66
回
と
り
で
利
根
川
大
花
火

大
利
根
橋
の
開
通
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
伝

統
の
花
火
大
会
。雄
大
な
利
根
川
の
夜
空
を
彩
る

取
手
市
の
夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

８
月
10
日
土
午
後
７
時
～
８
時
15
分

※ 

雨
天
・
強
風
時
は
、11
日
日
、最
大
12
日
月
ま

で
順
延

会
場

取
手
緑
地
運
動
公
園

　
　
　
　
（
利
根
川
河
川
敷
）

問 

取
手
市
観
光
協
会☎

０
２
９
７
（
７
４
）
０
２
１
７

な
ん
で
も
か
ん
で
も
相
談

「
子
ど
も
将
来
、
相
続
や
不
動
産
、
離
婚
問
題

な
ど
で
困
っ
て
い
る
」な
ど
、
些
細
な
こ
と
か
ら
専
門

的
な
こ
と
ま
で
あ
な
た
の
悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

日
時

８
月
17
日
土
午
後
１
時
半
～
４
時
半

場
所

や
ま
ゆ
り
館

※ 

司
法
書
士
、
行
政
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
は

予
約
制
と
な
り
ま
す
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
５
２
７

市
で
は
、
国
勢
調
査
な
ど
国
の
統
計
調
査
や

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
く
だ
さ
る
方
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

条
件
や
報
酬
、
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
経
営
課（
千
代
田
庁
舎
）

▼
学
生
の
た
め
の
お
得
な
定
期
券「
ス
ク
ー
ル
パ
ス
」

霞
ヶ
浦
広
域
バ
ス（
行
方
市
～
霞
ヶ
浦
庁
舎

～
あ
じ
さ
い
館
～
土
浦
市
）で
は
、
通
常
の
通
学

定
期
券
よ
り
も
さ
ら
に
お
得
な
、
特
別
割
引
定

期
券「
ス
ク
ー
ル
パ
ス
」を
発
売
し
て
い
ま
す
。

霞
ヶ
浦
Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
開
催

霞
ヶ
浦
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

霞
ヶ
浦
Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

８
月
24
日
土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
半

場
所

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）

内
容

体
験
教
室
や
テ
ン
ト
出
展
な
ど

※ 

駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
大
変
混
雑
す

る
た
め
、
土
浦
駅
や
臨
時
駐
車
場（
土
浦
市

お
お
つ
野
３
‐
８
）か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
環
境
活
動
推
進
課

☎ 

０
２
９
（
８
２
８
）
０
９
６
１

外
国
人
の
た
め
の
弁
護
士
相
談

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
の
相
談
窓
口

日
時

９
月
１
日
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

土
浦
市
役
所（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
１
）

内
容

労
働
問
題
や
結
婚
、
税
金
、
保
険
な
ど

言
語

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
タ
イ
語
、

韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
10
カ
国
対
応

問 

（
公
財
）茨
城
県
国
際
交
流
協
会

☎ 

０
２
９
（
２
４
４
）
３
８
１
１

休
業
中
の
保
障
、
治
療
の
悩
み
な
ど
、
社
会
保

険
労
務
士
、
両
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
火
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院（
予
約
制
）

（
つ
く
ば
市
天
久
保
１
‐
３
‐
１
）

予
約　　

電
話
予
約　
０
２
９
（
８
５
１
）
３
５
１
１

問 

茨
城
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
３
０
０
）
１
２
２
１

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
研
修
会
の
開
催

「
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
時
、
あ
な
た
は
勇
気
あ

る
行
動
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
？
」そ
の
よ
う

な
事
態
に
備
え
る
た
め
に
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

日
時

９
月
３
日
火
午
後
２
時
～
４
時

場
所　　 

阿
見
町
総
合
保
健
福
祉
会
館
「
さ
わ
や
か

セ
ン
タ
ー
」（
阿
見
町
阿
見
４
６
７
１
‐
１
）

内
容　　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
つ
い
て

申
込

８
月
23
日
金
ま
で

※ 

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

土
浦
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
（
８
２
１
）
５
５
１
６

消 防 本 部
ホームページ

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

茨
城
県
八
士
会
無
料
相
談
会

悩
み
を
持
っ
た
子
ど
も
や
保
護
者
の
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

期
間

８
月
29
日
木
～
９
月
４
日
水

時
間

午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

（
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

法
律
、
司
法
、
行
政
、
税
務
、
社
会
保
険
、

不
動
産
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
連

携
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

９
月
１
日
日
午
前
９
時
半
～
午
後
３
時

場
所

茨
城
県
産
業
会
館（
水
戸
市
桜
川
２‐
２
‐
35
）

問 

関
東
信
越
税
理
士
会
茨
城
県
支
部
連
合
会

☎ 

０
２
９
（
２
２
１
）
８
７
８
６

無
料
結
婚
相
談
会

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
や
考
え
て
い
る
方
、
ご

両
親
な
ど
、
ど
な
た
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時

８
月
25
日
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所

石
岡
市
東
地
区
公
民
館

（
石
岡
市
東
石
岡
４
‐
６
‐
24
）

持
ち
物

身
上
書
、
写
真（
Ｌ
判
１
枚
）

問 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
・
石
岡
地
域
支
部

担
当（
大
内
） 

☎ 

０
２
９
９
（
２
３
）
３
８
２
９

第
六
回
守
谷
灼
熱
の
雪
合
戦

６
回
目
を
迎
え
る
、守
谷
の
夏
の
風
物
詩
「
守

谷
灼
熱
の
雪
合
戦
」
。今
回
は
、守
谷
駅
東
口
側

広
場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
ほ
か
、昨
年

好
評
だ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
き
氷
と
、肉
料
理
を

メ
イ
ン
と
し
た
食
の
祭
典
「
灼
熱
の
食
祭
肉
Ⅴ
Ｓ

氷
」も
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
程

９
月
１
日
日　
※
荒
天
中
止

雪
合
戦
国
際
大
会
予
選　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

灼
熱
の
食
祭　
肉
Ｖ
Ｓ
氷　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場

守
谷
駅
東
口
側
広
場

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

第
六
回
守
谷
灼
熱
の
雪
合
戦
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
（
４
７
５
６
）
１
７
０
３

守谷市商工
会青年部ＨＰ

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」の
推
進

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）の
た
め
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
土
日
・
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ

ン
休
暇
し
て
、
連
続
休
暇
に
し
ま
せ
ん
か
。

問 

茨
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎ 

０
２
９
（
２
７
７
）
８
２
９
４

個
人
事
業
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
は
、
納
期
限
を
忘
れ
た
り
、
金
融
機

関
に
行
く
必
要
が
な
く
な
り
と
て
も
便
利
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
預
金

先
の
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

納
税
通
知
書（
８
月
中
旬
ご
ろ
発
送
）に
同
封
の

問 

水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎ 

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

使
用
方
法
な
ど
が
学
べ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 
 

時

９
月
15
日
日
午
前
９
時
～

場 
 

所

あ
じ
さ
い
館

申
込
期
限

９
月
１
日
日

※ 

詳
し
い
内
容
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

消
防
本
部　　　
☎
０
２
９
９
（
５
９
）
０
１
１
９

ハ
ガ
キ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所
管
理
課

☎ 

０
２
９
（
８
２
２
）
７
２
０
３

タクシー利用
料金助成HP

スクールパスHP

運転免許証
自主返納 HP



快適な生活を守るために

市では、 高度処理型の合併処理浄化槽を設置する

個人を対象に、 予算の範囲内で設置費用の一部を補

助します。 また、 単独処理浄化槽から高度処理型の

合併処理浄化槽に切り替える場合、 その撤去費用と

して 9万円を限度に、 宅内配管工事費

として 30万円を限度に、 補助をします。

※�ただし合併処理浄化槽から高度処理

型の合併処理浄化槽への更新の補助

は、 今年度で終了となる見込みです。

▼対象地域

市内全域（ただし、 下水道整備済み区域、 下水道整

備事業認可区域、農業集落排水整備済み区域を除く）

▼対象者

❶�個人の専用住宅（店舗などを併設したもので住

宅部分の床面積が総床面積の2分の1以上で

あるものを含む）

❷�住宅の販売・転売・賃貸目的ではない方

❸�当該住宅・敷地を借りている場合、 賃貸者の承

諾を得られる方

㊟�事務所や店舗、 集合住宅などに設置する浄化

槽については、 補助の対象になりません。

▼補助対象浄化槽と補助金額

 高度処理型の合併処理浄化槽(以下の全てを満たす方)

◉�処理対象人員が10人以下であること

◉�国庫補助指針に適合し、 小型合併処理浄化槽

機能保証登録を受けていること

※�既設浄化槽の入れ替えやくみ取り式便所から高

度処理型の合併処理浄化槽へ切り替える場合、

「転換」の補助限度額が適用されます。 ただし、

建築基準法に基づく建築確認申請・建築工事

届を要する増改築を伴う場合は、 「転換以外」

の補助限度額が適用されます。

※�既存の合併処理浄化槽にりん除去装置を設置す

る場合は、24万円(10人槽)を限度に補助します。

※ 補助申請方法や詳しい内容は、 市ホームペー

ジをご覧いただくかお問い合わせください。

     問 生活環境課（霞ヶ浦庁舎）

消防法施行令が一部改正されます

平成28年12月に発生した新潟県糸魚川市大規

模火災を教訓として、 延べ面積150平方メートル未

満の「火を使用する設備または器具」

を設けた小規模な飲食店などに対す

る消火器具の設置が義務となります。

ただし、 防火上有効な措置を設け

ている場合は対象となりません。

▼施行日  令和元年10 月1日

▼防火上有効な措置

◉調理油過熱防止装置

�センサーが鍋底の温度を感知し、 油の発火を防

止します。 （約250℃で作動）

◉自動消火装置

�火災と感知し消火薬剤で自動消火するもの

◉圧力感知安全装置

�危険な状態の発生を防止および発生時に被害

を軽減する装置

※�詳しい内容は、 消防本部へお問い合わせ

ください。

問 消防本部予防課　☎ ０２９9 ‐ 59 ‐ 0119

浄化槽をお使いの方へ

浄化槽の設置者（管理者）は、 浄化槽法第11条

の規定により、 年1回の水質検査（法定検査）の受検

が義務付けられています。 受検されていない場合は、

茨城県水質保全協会に申し込みください。

▼  法定検査を受けていない方へ

◉�県では、 法定検査を実施してい

ない方に対して、 令和元年8月か

ら 9月にかけて受検の案内文を送

付させていただきます。 案内文が

届いた場合は、 同封の「浄化槽法

定検査申込書」により、 速やかに

受検の申し込みを行ってください。

申 公益社団法人茨城県水質保全協会（水戸市吉沢町６５０‐１）

☎ ０２９ ‐ 291 ‐ 4004

問 茨城県県南県民センター環境・保安課

☎ ０２９ ‐ 822 ‐ 7386

お知らせ版
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補助対象機種
補助限度額

転換
　補助限度額
転換以外

 窒素またはりん除去型
5 人槽 645,000 円 533,000 円
7 人槽 772,000 円 644,000 円

10 人槽 959,000 円 787,000 円

窒素およびりん除去型
5 人槽 1,099,000 円 987,000 円
7 人槽 1,475,000 円 1,347,000 円

10 人槽 2,063,000 円 1,891,000 円

茨城県からのお知らせ浄化槽等設置事業費補助

小規模飲食店などへの消火器具設置義務化

消 防 本 部
ホームページ


